
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

適切な実態把握に基づく、自立活
動の充実や類型を意識したカリ
キュラムマネジメントの推進

（教務：教育課程）
○これまでの指導・支援の評価や
実態把握を踏まえて、PDCAサイク
ルで個別の教育支援計画や個別
の指導計画を作成する。

（自立活動）
○各種相談や研修を活用して児
童生徒の実態把握に努め、自立
活動の内容の充実と授業改善を
はかる。

○自立活動のアセスメントシートを
作成し、児童生徒の実態に即した
支援方法や環境設定の共有をは
かる。

（研究）

○各クラスで事例検討を行い、実
態把握と支援指導の改善をはか
る。

○全教員が授業を公開し、学び合
う機会を設定する。

○過去の評価やアセスメントチェッ
クリスト等を活用し、個別の教育支
援計画や個別の指導計画の目標
や手立てを検討し、設定すること
ができる。

○各種相談を活用して自立活動
の内容や授業についてクラスで検
討し、児童生徒の実態を把握する
ことができる。
○職朝くんを活用して相談内容を
共有することで、自身の知識を広
げたり、日々の実践に活用したり
することができる。
○アセスメントシートを基に支援方
法や環境設定についてクラスで共
有することができる。

○事例検討を通して、日々の実践
を改善することができる。

○各公開期間に、授業を見学する
ことができる。

87.37% （教務：教育課程）
○検討会などで過去の支援計画や指
導計画の評価、アセスメントチェックリ
スト等を参考にして、次の目標・手立て
を検討することができた。

（自立活動）
○各種相談については、各クラスが均
等に受けられるよう割り振りを行って実
施した。部内で生徒を推薦することも
あった。研修を通して児童生徒の実態
把握と自立活動の区分・領域について
検討することができた。来年度もさらに
自立活動の視点に重点を置いていき
たい。

（研究）
○事例検討を行ったことで、子どもの
実態について深く知ることができた。来
年度も他領域の講師を呼び、カラフル
な教育活動を展開していきたい。

（教務：教育課程）
○来年度も継続して取り組んでいく。ま
た、さらに自活部、研究部とともに実態
把握についての研修等方向性を確認
しながら、個々の実態に応じた教育課
程を検討していく。

（自立活動）
○自立活動の区分が分かるようにアセ
スメントシートを作成しているため、実
態把握や目標設定の際に活用できる
よう声かけをしていく。

○各教員が授業を見学した機会が昨
年度より、多くなった。来年度も時期な
どについては調整しつつ継続していき
たい。

・教科書がないので先生たちのアイデ
ア勝負になるところが多いが、学校は
よくやってくれていると思う。
・家庭ではできないようなこともきめ細
やかに指導していただいている。
・新しい先生も増える中で、しっかりと
取り組んでおられる。
・連絡帳などで、家庭との連携もきめ細
やかにされている。

（小学部）
○日々の学習の中で様々なICT機
器に触れて活動する機会を設定す
る。

○授業で、VOCA、iPad、スイッチ
等様々なICT機器に触れて活動す
ることができる。

92.11% ○授業や余暇の時間に、顔スイッチや
薄型スイッチ、iPadのスイッチコント
ロール等様々なICT機器を活用するこ
とができた。

○来年度も引き続き、様々なICT機器
に触れる機会を設定したい。

（中学部）
○生徒個々の実態や活動に応じ
て、適切なICT機器を選択し、活用
の仕方等を支援・指導する。

○日常生活や学習場面で、iPadや
VOCA、ビックマックやスイッチ等を
個々に応じて活用することができ
る。

93.68% ○生徒に応じた機器の設定と検討が
概ねできた。

○来年度も引き続き生徒に応じた機器
の設定と検討を行う。

（高等部）
○個々の実態や活動に応じた適
切なICT機器を選択し、活用方法
を支援・指導する。

○授業で、VOCA、iPad、棒スイッ
チなど、適切に取り扱うことができ
る。

92.11% ○生徒の実態に応じて各機器を選択
し、適切に取り扱うことができた。

○来年度も継続して取り組み、将来を
見据えた活用方法について主体的に
考え、適切に取り扱えるようにする。

（総務：デジタル化の促進　ICT）
○ICT機器を展示し、児童生徒の
生活や学習に活かす。

○職員にICT機器についての理解
を深めることができる。

90.00% ○教材教具展に視線入力装置やiPad
を用いて動かす教材を出展し、ICT機
器を知らせることができた。しかし、校
内にある一部の機器の紹介や、教材
出展で電池切れなどの問題があり、十
分に理解を深めることはできなかった。

○まなびポケットを含む校内で使用す
るシステムやICT機器を、職員に知ら
せ、効果的な活用方法について模索し
ていく。また、新しい情報や機器につい
ても併せて発信を続けていく。

（小学部）
○日々の学習や交流学習、校外
学習、宿泊学習等で他者との関わ
りをもつ機会を設定する。

○それぞれの集団学習の中で、児
童が他者と関わることができる。

93.68% ○よかよかタイムなど学部間での学習
の中で子ども同士の関わりを深めるこ
とができた。また、交流や校外学習で
多くの人と関わる機会を設定すること
ができた。

○交流学習や校外学習、宿泊学習等
の活動を引き続き取り入れ多くの人と
関わりを持てるようにする。

（中学部）
○日々の学習や、宿泊学習、校外
学習等の活動で、多くの人との関
わりを持てるように設定する。

○学校内外の多くの人と関わる中
で、生徒が自らがコミュニケーショ
ン力を発揮することができる。

93.16% ○生徒同士や大人とのつながりを意識
した取り組みができた。修学旅行やトラ
イやるウィークなど校外での学習では、
外部の人と関わる機会を持つことがで
きた。

○クラス内の授業だけでなく、学部で
の授業や、校外での活動を引き続き取
り入れて、多くの人と関わりを持てるよ
うにする。

(高等部）
○日々の学習や交流学習、校外
学習、現場施設実習などの活動
で、多くの人と関わりを持つ機会を
設定する。

○校内外問わず、生徒自身がコ
ミュニケーション力を発揮し、自分
の考えを伝えたり、他者の考えを
聞いたりして、多くの人と関わりを
持つことができる。

94.21% ○学部やクラス以外の人と関わる学習
や交流教育を取り入れることで、他者
と関わったり、自分思いを伝えたりする
等、様々な人に関わりを持つことがで
きた。

○今後も継続してコミュニケーション能
力の育成、向上に努める。

(保安通：校内保健）
○個々の状況に応じた配慮及び
行事に係る健康管理を行う。
○会議や研修で児童生徒の健康
に関する情報共有をし、全職員で
共通理解を図る。

○校内における児童生徒の健康
に関する情報共有、学校と医療の
連携を図ることができる。
○日頃の健康管理や緊急対応、
安全に行事等を行えるよう、教職
員に医師を招いた研修などで啓発
を行うことができる。
○様々な健康に関する保健の授
業を学校全体で行う。

95.26% 〇看護師とも密に連携し、学校全体で
全児童生徒の情報共有や緊急事態を
想定した研修などを行い、主治医や校
医とも密に連携を取った。
〇緊急対応を想定し、体制、書式、マ
ニュアルの見直しや新たな書式の提
案、作成や研修を行った。
〇委員会活動や保健体育の授業、掲
示物、ほけんどよりなどを通して健康に
ついての啓発を行った。

○学校全体として、緊急対応を想定し
た研修などの取り組みを行い、児童生
徒の安心安全に繋げる。

（医療的ケア）
○医療的ケア安全部会における
情報共有及び協議を通して、安全
安心な医療的ケアの実施体制を
構築する。

○看護師や養護教諭、担任等、職
員全体の役割分担と連携を円滑
にし、協力して医療的ケアを実施
することができる。

92.11% ○各児童生徒の健康状態や医療的ケ
ア、インシデント報告等いろいろな側面
から部会内で情報共有し、全職員に周
知できた。
○日々の医療的ケアについては、看護
師と担任でダブルチェックを行う等しな
がら実施することができた。

○より細やかに児童生徒の状況を共
通理解し、担任、看護師ともに情報共
有や確認をしていく。
○引き続き、担任と養護教諭、看護師
が協力して医療的ケアの実施に務め
る。
○各児童生徒の緊急時の対応につい
て再度確認する。

（保安通：食育）
○個々の口腔機能を把握し、適切
な食形態や摂食指導の方法を考
える。
○日々の授業や給食を通して、自
然の恵みや日本の伝統的な食文
化への理解、生産者への感謝の
気持ちを育む。

○保護者や教職員間で連携し、
個々の実態や課題を明確にしたう
えで、安全な摂食指導を行うことが
できる。
○体験的な活動や生産者と関わ
る機会を設けたり、地場産物や旬
の食材を使用した給食を「生きた
教材」として活用することができ
る。

93.68% ○細やかな配慮を感じるとともに、
様々な企画の工夫を感じた。食育の授
業に楽しく取り組めた。
○地場産物を活用する取り組みとして
地域の農家さんとさつまいもの苗植え
を行った。

○自立活動部とも連携し、年度初めに
教職員の摂食研修の機会を作ること
で、資質向上を図ると共に、安全に摂
食指導を行うことができるよう取り組
む。
○栄養教諭と教職員が連携し、年間通
して活動を計画して取り組みを継続し
ていく。

（教務：キャリア教育）
○キャリア教育全体計画における
児童生徒に身に付けさせたい資
質・能力を踏まえて、教育活動を
展開する。

○各授業の目標や活動と関連す
る資質・能力を年間指導計画に明
記し、実践、評価する。

93.68% ○各授業の目標や活動と関連する資
質・能力を年間指導計画に明記し、実
践、評価することができた。また、年度
初めにキャリア教育全体計画について
研修したことで、年間計画立案や授業
実践などで意識が高まった。

○来年度も継続して取り組んでいく。よ
り一層、定着を図るために新年度の研
修等で周知する。

（総務：進路）
○関係諸機関と連携協力し、本校
の児童生徒の自己実現につなが
る進路先を開拓し、進路の選択肢
を広げる。

○個々の適正や希望、課題等を
本人・保護者、担任、担当者で共
有し、本人・保護者の願いを叶え
る進路選択・進路決定のための情
報を提供することができる。

95.79% ○近隣の特別支援学校間で連携協力
し、随時、課題共有と情報収集をする
ことができた。また、デジタル版「進路
Map」の運用を開始し、保護者や高等
部生徒の情報収集のツールとして活用
できた。

○引き続き、関係機関との連携および
進路先の開拓に取り組む。重症心身障
害児の進路先の確保と、重複障害の
ある肢体不自由児の就労系進路の実
現に努める。

一歩進んだセンター的機能の充実

（センター的機能）
○本校の教員がセンター的機能に
関わることができるよう学校園等コ
ンサルテーションの同行を実施す
る。
○要請のあった学校園の支援体
制及び担任に応じて学校園等コン
サルテーションを実施する。
○特別支援教育実践講座（１1 講
座）の実施、運営をする。
○市内の肢体不自由学級を訪問
し、障害の状況や自立活動の指導
について確認、助言を行う。

○事前カンファレンスから参加する
ことで必要な相談業務の流れを知
り、コンサルテーションへの理解を
深めることができる。
○コーディネーターと連携し、学校
園に応じた助言をすることができ
る。
○申し込み方法の工夫、県の研修
履歴への登録を行うことで、特別
支援教育実践講座の参加者を増
やすことができる。
○市内の肢体不自由学級に連絡
をとり訪問、助言を行うことができ
る。

93.16% ○コンサルテーションの同行を通して、
初任者校内研修と校内資源の活用を
行うことができた。希望者はいたもの
の校内の事情の関係で、一日同行す
ることが難しい。
○どの相談にも、各校のコーディネー
ターに同席してもらうことができ、その
後の連携することができた。
○実践講座への参加人数が昨年度よ
りも増やすことができた。資料のデータ
化等、運営に関しての要望があった。
○肢体不自由学級の全てには、訪問
することができなかったが、3校には月
1回の継続支援を行うことができた。

○総合教育センターと連携し、資料の
データ化等検討していく。
○来年度、市内肢体不自由学級への
訪問支援を行う予定。

・地域支援について市内の学校からの
ニーズがたくさんあるのは、信頼が厚
いからであると思う。
・今後も継続して支援をお願いしたい。
・特別支援教育においては障がいにお
ける医療的ケア、介護支援等の特別支
援ならではの難しさが伴う。日々、この
課題に向き合っている教職員の方のご
苦労を察するとともに、要は結論を求
めるのでなくご本人はじめご家族や関
係機関との連携や情報共有を行うこと
で、個別に対応することが良いのでは
ないかと思う。

人材育成

（研究）
○教員一人ひとりが、教員に向け
ての研修（Ｔ⇔Ｔ研）を実施する。

○研修を受け、日々の実践を改善
することができる。

94.21% ○職員同士の強みが共有され、一定
の効果が有ったように思う。

○来年度もスケジュールなどを調整し
た上で継続していきたい。

・先生たちが前向きに取り組まれてい
て熱心さを感じる。
・先生たちが子どもを大事にしてくれて
いるのがわかる。
・資質向上に関するスキルアップを続
けてほしい。また、振り返りもしていっ
てほしい。

コミュニティ・スクールを含む、地域
と学校の連携・協働体制

（管理職）
○学校運営協議会で学校の現状
や課題について話し合い、地域へ
の発信力を高めると共に、地域に
出向いて連携体制の構築を図る。

（総務　オープンスクール）
○市内小中学校の他、就学前施
設や在学中の福祉事業所や卒業
後の進路先等の関係者へ案内し、
本校の広報活動を行う。

○学校だよりやホームページの更
新により地域に向けて積極的に情
報発信をすると共に、学校運営協
議会での取り組みをホームページ
や職員合同研修等により保護者
や職員と共有することができる。
○来校者に実施するアンケート等
で「本校の児童生徒について知る
ことができた」等の肯定的な意見
や感想を得ることができる。

93.16% ○学校だよりを定期的に発行すると共
に、平日はほぼ毎日ホームページの更
新を行った。保護者に学校での子ども
たちの様子を理解していただくことがで
きた。学校運営協議会の委員や行政
職員にも職員研修に参加いただくこと
で学校の課題等を共有することができ
た。
○アンケートにて、「本校の児童生徒に
ついて知ることができた」の質問に対し
て、約90％の肯定的な意見を得ること
ができた。一方、各学校園からもオー
プンスクールに参加してほしいという保
護者の声があった。

○学校の取り組みについて、地域や保
護者の理解を深めるため、子どもの様
子だけでなく、職員研修などについても
引き続き積極的にホームページなどに
掲載していく。

○授業時間中なので難しい面はある
が、今後もオープンスクール参加の呼
びかけを保護者や事業所だけでなく各
学校園にも積極的に行っていく。

・ホームページはよく見ている。
・写真に関するコメントをもっと増やして
ほしい。
・オープンスクールは、小中学校への
呼びかけを広く行ってほしい。
・教育だけでなく福祉等の分野など、こ
れまで以上に幅広い分野との連携が
必要であると思う。

安全・安心な学校づくり

（保安通：危機管理）
○アクションカードを作成し、各担
当が円滑に組織運営を図れるよう
にする。
○学習場面の中に、防災や免災
の要素を取り入れ、環境も含めた
自他の危機管理意識を高める。

(課題調整部会)
○部会で出てきた働き方改革に関
する課題等を集約し、職員に周知
することで、学校全体の働き方改
革を推進する。

○アクションカードを使用して、緊
急事案へ対応することができる。
○自他共に安全に過ごせる教室
や学校作りを行うことができる。

○職員周知した働き方改革の内
容を実施することができる。

93.68% ○アクションカードを使用して災害発生
時の対応を行えるように訓練をした。概
ね活用法については周知できた。今後
も見直しと実践を行う。
○児童生徒の備蓄品置き場について、
災害時に被害が拡大しないようにボッ
クスに変更し、より安全への配慮がで
きた。
○課題に対する改善策を話し合い、即
時実施できるものは職印周知をして取
り組むことができた。一方で中期的、長
期的視点で進める場合の期日などを
設定しておらず、今後の課題である。
○定時退勤日設定では、学校完全施
錠の時間を設定して意識改革を行うこ
とで、働き方改革の推進につなげるこ
とができた。

○今後も、大災害を想定した訓練等を
実施して、少しでも自他を安全に処せ
る取組を実践していく。
○今後も継続して取組を行う。

○継続審議が多く残っているため、期
日設定を行い、働き方改革をより一層
推進していく必要がある。

○意識改革が進んできたため、今後も
継続的に話し合っていくべき部会として
設定しておく必要がある。

・子どもたちの安全に関わることについ
てしっかりと取り組んでおられる。継続
してほしい。
・地域との連携も進めていってほしい。
・最近、玄関前の道路の交通量が増え
ている。バイパスとして利用される車両
も多く危険なスピードで走られる場合も
ある。今後、何とか当該道路を「スクー
ルゾーン」「福祉ゾーン」として注意喚
起や徐行依頼ができるようになればと
思う。

学校関係者評価総括

施策目標
基本施策

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組
織的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

ICT機器の有効な活用とデジタル
化の促進

豊かな人間関係の形成とたくましく
生きる力の獲得

児童生徒の健康の維持向上や
食育の推進

卒業後の進路や生活を見据え自
立して社会に参加する力の育成

豊かな心、たくましく生きる力

①本校の児童生徒の実態に応じた適切な教育課程の編成を行い、教員の指導力を向上し児童生徒一人ひとりの力を伸ばす(教務部、研究部、自立活動部の連携協力の推進)②卒業後の進路や生活を見据え、肢体不自由特別
支援学校としての取組の充実と地域への発信の強化③安全で安心な学校づくり④センター的機能の充実⑤意欲とゆとりと愛情が感じられる職場づくり
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教育目標

重点目標

次年度に向けた重点的な改善点
・今日、障害福祉分野において「権利擁護」「自己決定」というキーワードが重要視されつつある。特に「判断」等にハンデのある人にとって「YES・NO」の意思表示、自己実現の具現
化という行為に難しさがある。しかし、その難しさの中にも彼らなりの意思表示がある。彼らの意思表示を正しく汲み取り、卒業後、社会に出て本人が本人らしい生活を享受できるよ
う在学中から、いろいろなことをアピールするスキルを磨いていきたい。
・関係機関や地域との連携をさらに深め、情報発信にも努めていきたい。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動
の推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

教職員の資質向上

①研修等の充実

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

学校を支える組織体制
の整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進

学
校
教
育

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

・ICT機器の活用はどんどん進めてい
ただきたいが、子どもたちの実態をしっ
かりとつかみ、何のために活用するの
かということを大事にしていってほし
い。
・手作り教材など、有効に活用されてい
る。
・ICT等の多様な取り組みを積極的に
行われ、児童生徒の可能性を引き出し
ておられることに賞賛します。

・小学校までは居住地交流がさかんに
行われているが、中学校になるとなか
なか難しいようなので、中学校でも居
住地交流を進めていけるように、相手
校との打ち合わせ等により受け入れ態
勢を整えていただきたい。
・県の副籍ガイドラインでは、原則とし
て保護者同行となっているが、今後、
医療的ケアが必要な児童・生徒の交流
には看護師が同行できるようなシステ
ムを構築していければと思う。

・子供たちの安全を考えるうえでヒヤリ
ハットの事例を検証していくことは大事
である。今後も教職員全体で情報共有
をしていってほしい。

・ニーズが少なくなっていることはわか
るが、毎年本校で行っていた事業所説
明会が実施されなかったことは残念で
ある。今後実施を検討していただくと共
に、情報発信についても工夫していっ
ていただきたい。
・今年度、進路の情報など、保護者へ
詳しく情報発信していただいているの
がありがたかった。
・難しいとは思うが、本人の意思決定を
尊重していってほしい。
・何らかの障がいを持つ方にとって、日
常生活や社会生活を営む上で相談は
大事な支援です。生徒がいずれ卒業し
社会に出ることも考え、教育分野だけ
の相談でなく、生涯における生活相談
資源や権利擁護に関する相談なども
併行して取り入れてはいかがでしょう。

・「チーム伊丹特別」の色が、この数年でできたように思う。うまく若手の先生たちが成長されているのも素晴らしい。児童生徒さんの笑顔がいつも印象的である。
・今後も子供たちのために前向きで熱心な取り組みを続けていってほしい。
・学校は、個々の児童生徒の実態に応じて指導支援の工夫を行っており、教職員もしっかり取り組んでいる。プレゼンテーションで子どもたちの写真を見せてもらい、その様子がよく分かった。
・進路については、在学中からいろいろなことをアピールするスキルを磨くとともに、選択肢の幅を広げて自己決定を尊重していってほしい。
・医療的ケアの体制や通学保障などの課題、福祉、医療、地域などとの連携などは、今後もより良いものを目指し取り組んでいく必要がある。
・教育だけでなく福祉等の分野など、これまで以上に幅広い分野との連携が必要であると思う。


